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■高野口パイルのブランディング事業
　………………………………………８０９万６千円
地場産業である「高野口パイル」の認知度向上と

販路開拓を促進し、地域活性化につなげるため、民
間企業と連携してブランディングを行いました。

■工業団地開発事業と企業誘致に取組みました
 …………………………３０億８，８５３万５千円
雇用の拡大、地域経済の活性化を図るため、和歌

山県・橋本市・南海電気鉄道株式会社（現・株式会
社NANKAI）が共同で開発する工業団地「あやの
台北部用地」の分譲を進めています。令和７年度は
３社に分譲を行いました。

■橋本市制20周年記念事業
 …………………………………１，１２５万６千円
令和８年３月１日に市制施行20周年を迎えたこと

を受けて、さまざまな記念事業を実施しました。
市民や市にかかわる人みんなでお祝いし、市の歴

史や魅力を再認識するとともに、新たな未来へ向
かって跳躍・発展する契機となりました。

■ふるさと橋本応援寄附金（歳入）
 …………………………………５億５３７万５千円
市の魅力や地域産品を全国にアピールし、ふるさ
と納税による歳入の確保に取組みました。
返礼品の種類について、取り扱い件数は1,590品
となり、前年度比７％増となりました。

■転入夫婦に新築住宅取得補助金を交付しました
 ………………………………………７５９万７千円
子育て世代の転入を増やし、人口の増加を図るた
め、新築住宅を取得して転入する40歳未満の夫婦に
対して補助金を交付しました。
令和７年度では、この補助金を受けて78人が転入
しました。

■農業振興条例関連補助金を交付しました
 …………………………………５，０６８万９千円
農業経営の持続的な発展を図るため、農業振興条
例に基づき補助金を交付し、農業者を支援していま
す。農産物の販売促進、担い手育成、鳥獣害・病害
虫対策など、多方面から農業経営の安定と地域農業
の振興に取組みました。

ともに創る 産業の振興と雇用を創出し定住できるまち

公営企業会計の決算状況
民間企業のように、利用料金などの収益で運営する会計

一般会計の決算状況

会計名 収入 支出 差し引き

水　道 収益的収支 19.3 億円 21.5 億円 △ 2.2 億円
資本的収支 2.1 億円 4.6 億円 △ 2.5 億円

下水道 収益的収支 19.5 億円 18.8 億円 0.7 億円
資本的収支 8.5 億円 11.7 億円 △ 3.2 億円

病　院 収益的収支 81.8 億円 87.4 億円 △ 5.6 億円
資本的収支 5.7 億円 11.1 億円 △ 5.4 億円

会計名 収入 支出 差し引き

国 民 健 康 保 険 69.9 億円 68.6 億円 1.3 億円

駐 車 場 326 万円 283 万円 43 万円

墓 園 2,465 万円 2,358 万円 107 万円

介 護 保 険 68.1 億円 66.8 億円 1.3 億円

後期高齢者医療 22.8 億円 22.5 億円 0.3 億円

工 業 団 地 造 成 31.1 億円 30.9 億円 0.2 億円

特別会計の決算状況
一般会計とは別に、独立して経理を行う会計収入 318 億 2,089 万円 支出 317 億 6,129 万円

 令和７年度に実施した主な事業

令和７年度 決算報告
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●地方交付税　どの市町村でも一定の行政サービスを行えるように、国から交付されるお金
●市債　財政負担の平準化や世代間の負担の公平性などを図るために借り入れしたお金
●物件費　人件費、維持補修費、扶助費、補助費などを除く消費的な性質のあるお金
●扶助費　生活困窮している人、子育て世帯、障がい者などの生活を支援するためのお金
●公債費　市の借入金の返済に使うお金
●投資的経費　道路、橋

きょう

りょう、公園、学校、公営住宅などの更新や建設に使うお金
●維持補修費　市が管理する公共施設などの維持に使うお金

　
語
句
の
説
明
　

令和７年度 決算報告

ここでは、市の普通会計※の決算を、ある一般家庭の家計「橋本家の家計
簿」に置き換えてみるとどうなるのかについて説明しています。
「橋本家の家計簿」における金額は、市の決算額をその年度の１月１日時点
の市の住民基本台帳登録者数（令和８年１月１日　58,038人）で割ったもの
です。     【財政課】

令和７年度 決算報告
橋本家

の

家計簿
で

例える

収入では、基本給と諸手当がともに増加し
ています。これは、基本給では昨年度に行わ
れた定額減税がなくなったり、工場の新設増
加などによる固定資産税の税収増加、ふるさ
と納税の増額があったためです。諸手当では
国から配分される地方交付税が増加しました。
また、借金が昨年度と比べて減少した結果、
収入の合計は昨年度よりも減少しています。

支出では、サークルなどの会費にあたる市
民病院への繰り出しや保育所などの給食費軽
減事業費が増加したほか、物価高騰の影響を
うけ、生活費（物件費）も増加しています。
一方、紀見地区公民館・郷土資料館や紀見
こども園の建設が昨年度に完了したことによ
り、家具購入・家の修理にあたる費用につい
ては減少しています。
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　税交付金など）

毎月の繰り越し
（前年度繰越金）

預金の取り崩し
（繰入金）

借金
（市債）

支出
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※普通会計…一般会計・墓園事業特別会計の２会計をあわせたものです。
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